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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、微小管関連タンパク質ファミリーに属するタンパク質をコードしています。このファミリーのタンパク質は、神経発生の重要なステップである微小管の組み立てに関与していると考えられています。この遺伝子産物は前駆体ポリペプチドであり、おそらくタンパク質分解を受けて最終的なMAP1A重鎖とLC2軽鎖を生成します。この遺伝子の発現はほぼ脳でのみ見られます。ラットの微小管関連タンパク質1A遺伝子に関する研究では、脊髄発生の初期段階における役割が示唆されています。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：反復配列を含む基本領域は、MAP1Aの微小管への結合に関与していると考えられる。,機能：微小管と他の骨格要素との間のフィラメント状の架橋に関与する構造タンパク質。,PTM：LC2は、タンパク質分解によってMAP1Aから生成される。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：MAP1ファミリーに属する。,サブユニット：3つの異なる軽鎖（LC1、LC2、LC3）は、MAP1AおよびMAP1Bタンパク質と結合することができる。TIAM2と相互作用する。DLG1、DLG2、DLG4のグアニル酸キナーゼ様ドメインと相互作用する。,組織特異性：脳。,
	研究分野
	シグナル伝達; 細胞骨格/ECM; 細胞骨格; 微小管; MT関連タンパク質; MAP; 神経科学; 神経プロセス; 神経発生
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

